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主力電源化に向けて 

『産業用低圧太陽光発電』は必要か？ 

～XSOLのソリューション～ 

2018年11月15日（木） 

株式会社エクソル 

代表取締役社長 鈴木 伸一 
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産業用・低圧太陽光発電設備の現状 

◆導入件数ベースでは95％ 

◆導入容量ベースでは37％が低圧太陽光発電設備である 
再エネの主力電源化に向けて産業用低圧発電設備は大きな影響力があり、必要な電源である。 

導入件数（件） 

10～50kW 482,012 

50～500kW 14,380 

500～1,000kW 5,392 

1,000～2,000kW 5,497 

2,000kW～ 398 

導入容量（万kW） 

10～50kW 1,205 

50～500kW 348 

500～1,000kW 373 

1,000～2,000kW 827 

2,000kW～ 509 

資料）2018年10月15日 資源エネルギー庁 再生可能エネルギー・次世代電力ネットワーク小委員会 

※住宅を除く 
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産業用低圧太陽光発電が主力電源となるための課題 

①長期安定稼働の実現 
  
②更なる発電コストの低減 
  
③普及拡大の為のスキーム(エンジン) 
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     「再エネ事業の長期安定化に向けた事業規律の強化と地域共生の促進」 
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①長期安定稼働の実現に向けた問題点 

JIS2004も適応 
できていない設備 フェーズⅠ 

フェーズⅡ 

フェーズⅢ 

フェーズⅣ 

JIS2007・2011に 
適応できていない設備 

JIS2017に適応できていない設備 

論点1：安全規制の執行強化 
（但し、過去への遡及はなし） 

これから導入される設備 論点2：技術基準が定めた「仕様」の設定 
論点3：斜面設置に係る技術基準の見直し 
・新電技に対応 

枠外として再検討が必要と考える 

・ソーラーシェアリング用設備(農業との両立や撤去が可能な設備である必要がある) 

・フロート用設備 

実際の設置環境が異なる設備に対して、一律の安全規制強化を当てはめるのは 

過剰な安全性を求めるものであり、導入拡大を妨げることになりかねない。 

論点4：フェンス・標識の未設置 
（全てのフェーズにおいて該当） 
 対策急務 

※フェーズⅠ~Ⅲはこれまでに導入された設備 
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①長期安定稼働の実現に向けた問題点 

フェーズⅠ： 
 
 
 
 
※緊急対処が必要な設備  (産業用低圧導入量12GWの30％が該当すると考えられる) 

フェーズⅡ： 
直ぐに飛散や倒壊の危険はないが、長期的には経年劣化等 
により安全性に懸念がある。 

フェーズⅢ： 
長期的にも強度は確保されていると考えられる 
⇒耐風圧の考え方が変わった 

フェーズⅣ： 
長期的にも強度は確保される。 
⇒電気設備技術基準が改訂されたため 

チェック機能がない為にルールを守らずに事業を行う危険がある。 
守られなければ、基準だけを高めても意味はない。 
又、論点1の「適合性に疑義があると思われる案件の特定」については、実現性は極めて
限られている（フェーズⅠのみ？）。 

これから新設するものにおいては、

フェーズⅣのように設置時の規制強化

で対応できる。 

しかし、既設の発電所は電気設備基

準を遵守しているのか、確認するには

多大な費用と時間がかかり(設置後の

構造計算や杭長の確認等)現実的に

はチェックすることが困難。 

①フェンス・標識の未設置 
②施工不良 

(電気設備の接続不良・モジュールの固定部の確認・架台の撓みや傾き等) 
③JIS C 8955(2004)を守れていない 
：構造計算を行っていない架台の仕様・地盤調査に基づかない基礎選定。 
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①長期安定稼働の実現に向けた対応策 

フェーズⅠ： 

「通報制度」と連携し『駐車違反の取り締まり』に倣い、「第三者機関による抜き打ちチェック」の実施 

⇒適切な評価・是正工事が実施できる体制が必要。 

①フェンスの設置(安易に人が触れれない・入れない状態) 

②施工不良の是正(電気接続の再確認・モジュールの固定部の確認等)・架台の撓みや傾き等の補強 

③適正な基準に対応(構造物(架台・基礎)の是正、筋交いを増やす・杭にコンクリート根巻等) 

フェーズⅡ・Ⅲ： 

『評価ガイド』に基づいた現状評価→適切な(点検項目や定期的な期間)保守点検の実施 
 →第三者機関による確認『車検制度』 体制を構築することで長期安定稼働につながる。 

フェーズⅣ： 

「論点2：技術基準が定めた「性能」を満たす「仕様」の設定・原則化」 (例：認証商品登録制) 

基準に沿った架台・杭を使用することで製品としては十分な対策になるが、施工不良が起きてしまっては解決
にならない為、フェーズⅡ・Ⅲ同様、第三者による初期検査や定期検査が必要 
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①長期安定稼働の実現に向けた対策(まとめ) 

フェーズⅠ 

フェーズⅡ 

フェーズⅢ 

フェーズⅣ 

○通報制度を活用し、規制執行強化 
   や緊急対処が必要！ 
 まずはここから。 

○目視や電気点検を行い、不具合 
 が発見された設備の是正。 
 重要なのはここ！ 車

検
制
度 

通
報
制
度 

○電技の遵守が行われているかは不  
   明確であるが、強度的問題はない  
   ものと判断される。 
 「緊急」対応は不要！？ 

竣
工
検
査
評
価 

○制度の確立 
 議論・検討が進行中 

「
仕
様
」
の
設
定
・
原
則
化 

認
定
商
品
登
録
制 

約30％ 

格上げ！ 

規
制
執
行
強
化 

約70％ 
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②更なる発電コストの低減に向けた問題点 

2018年 
18円/ KWh 

2021年 
10円/KWh 

2022～24年 
8.5円/KWh 

FIT制度 
大改訂？ 

2012年 
40円/KWh 

●産業用低圧発電設備の発電コストが高圧・特高と比較して高い。 
① 設備が小規模なため、部材や施工費のスケールメリットがなく大規模設備に比べて割高 

(造成の際の重機レンタル費・フェンスの仕様面積や門扉の数・集電箱の回路比率など、大型設備と
比較してもkW単価で割高) 

② メンテナンス費用がサイトごとに必要であり、点在しているため大規模設備に比べて割高 
③ 販売行為にかかる費用もサイトごとに発生する為、固定費も割高 

【売電単価推移】 

※2021年4月～ 
電力の自由売買環境が確立？ 
FIT制度がなくても電力会社が 
安価な電源として直接購入 

※産業用低圧発電設備はFITからの自立は可能なのか？ 
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②更なる発電コストの低減に向けた対策 

 
① 設備が小規模なため、部材や施工費のスケールメリットがなく大規模設備に比べて割高

→販売会社による部材の集団購買を行い、スケールメリットを生み出しているケースもある。
→同一商品を点在する発電設備に標準化展開することが出来、品質の安定に寄与。 
 (コンビニチェーンやファストフードチェーンのように品質の担保とコスト競争力が同時に実現できる) 

→施工においても、一定の施工会社に集中依頼することでスケールメリットを生み出せる。 

② メンテナンス費用がサイトごとに必要であり、点在しているため大規模設備に比べて割高
→かつての低圧分譲のような集約型のメリットを、分散したサイトにも適用できればコストダウ
ンに寄与する。 
(同一システムでの監視やメンテナンス業者の集約を行えば、効率よく定期点検や監視を行
うことが可能) 

③ 販売行為にかかる費用もサイトごとに発生する為、固定費も割高 
→購入先の一元化、集中化 
(高圧・特高のように上場インフラファンドへの一括販売 etc.) 

上記に記載のように、産業用低圧発電設備のコスト低減においては、 
集約化(アグリゲート)することが今後の大量導入においても必要不可欠であり有効。 

●産業用低圧発電設備の発電コストが高圧・特高と比較して高い。 



©Copyright XSOL CO., LTD. 14 

③普及拡大の為のスキーム(エンジン) 

→売電単価の下落に伴い、建設コストや維持費用は順調に下がっているもの

の、1サイトあたりの売上額も下落しており、売電単価40円の時と比べて、

現在、同等の売上額を上げるためには倍の量を販売しなくてはならない。 

→販売規模の少ない企業が撤退し低圧発電設備を開発する事業者が減り、 

結果、導入量が鈍化し主力電源化を遅らせる懸念がある。 

【問題点】 
産業用低圧太陽光発電設備の開発事業者や販売店の減少 

市場競争の減退により、発電コスト低減に歯止めがかかることも予見 
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③普及拡大の為のスキーム(エンジン) 

対策：低圧発電設備の集約化の促進(一元管理体制の構築) 

市場 

アグリゲーター 

発電事
業者 

発電 
・保守 
・技術(ノウハウ) 
・機器 

流通 
・集約 
・一括管理（品質） 
・ブランド化 

低圧発電設備をアグリゲーターが集約化
することで 
①商品の統一化による品質の向上 
 (長期安定稼働の促進) 
②スケールメリットによるコスト低減 
③発電所管理コストの低減 

④販売経費の削減  

EPC/O&M 

発電事
業者 

発電事
業者 

発電事
業者 

EPC/O&M 

普及拡大につながる 

WIN WIN WIN WIN 

EPC・デベロッパー アグリゲーター 発電事業者 国 



©Copyright XSOL CO., LTD. 16 

まとめ <XSOLならではの事業ソリューション> 

★太陽光発電一筋の経験や技術を生かし『評価ガイド』・『保守点 
 検ガイド』に基づいたEPC/O&Mサービスを展開 
・発電所評価サービスの実施 
・構造計算に基づいた是正工事の実施 
・産業用低圧発電向けローコストメンテパック 
 (他社で施工した案件もOK) 

長期安定稼働の実現 

更なる発電コスト低減 

普及拡大スキームの
実現 

★年間数百MW以上の販売施工力によるバイイングパワーとスキル 
 を保有 
 (現在すでに、売電単価14円でもIRR5％の確保を実現) 
★『電気設備技術基準の改訂』に遵守した架台・杭の 
 販売をいち早く先行開始(コストは旧電技と同等！) 

★全国に広がる販売・施工チャネル・発電事業者ネットワークを保有 
★有力なインフラファンドやアグリゲーター、金融機関とのパートナー 
 シップを展開 
★設計・調達・施工・メンテ・販売・維持管理代行までをワンストップ 
 で実現可能。 
★XSOLでは部材の提供のみならず、販売先のご提案や稼働後の 
 維持管理の代行も行っております。 
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ご清聴いただき、ありがとうございました。 


